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斜面都市・長崎市のまちづくりの課題 





































































































－ 79 － 
表１ 長崎集中豪雨による被害 
（単位：100 万円） 
区     分 長 崎 県 長 崎 市 
死者・行方不明者 299 人 262 人 
住 宅・建 物 
農 林・水 産 
土     木 
商     工 
鉄 道・通 信 
保健（病院・水道・清掃） 
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２ 長崎市（1984）『長崎市 7.23 大水害誌』 
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（追記）土石流災害に関して、最近台湾や日本において急斜面ではなく緩斜面で深層崩壊が多
発している。巨大にたわんだ岩盤（岩盤クリープ）が記録的な降雨のために崩れ落ちて
いる。2009 年から深層崩壊の危険性のある地域の認定調査が始まっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４ 斜面空間の政策バランス・スキーム 
（出所）文献５ 
傾斜地と水文（渓流・地下水・土石流）
地形 土砂移動 水移動
砂防指定地 地すべり防止区域 急傾斜地崩壊危険区域
設備用地 行為制限地
3 法事業（計画・予算・工事実施・指定地管理等）
砂防空間 地すべり空間 急傾斜地空間
　必要条件：防災対策
 国土保全施設・行為の制限
（防災工事・水処理・現状保全）
　十分条件：地域管理
 環境改善対策・行為の誘導
（緑化・基盤形質変更・多目的利用）
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